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令和元年度第 1回（第 25 回）魚沼市地域公共交通協議会会議録 

 

日  時 令和元年 6月 27 日（木）13:30～15:00 

場  所 魚沼市役所小出庁舎 302 会議室 

出席委員 22 名（うち代理出席 1名）  ※別紙、出欠名簿のとおり 

欠席委員 4 名                 

事 務 局 5 名 

傍 聴 者 1 名 

会議次第 １．開 会 

２．開会あいさつ 

３．報 告 

１）（資料№1）平成３０年度魚沼市乗合タクシーの運行実績について 

２）（資料№2）平成３０年度入広瀬コミュニティバスの運行実績につい

て 

３）（資料№3）市役所組織改編に伴う規約の改正について 

４）その他 

４．議 事 

１）（資料№4）平成３０年度協議会事業報告及び決算について 

２）（資料№5）組織変更（別表（第６条関係））に伴う規約の改正（案）

について 

３）（資料№6）生活交通確保維持改善計画（フィーダー系統）（案）につ

いて 

４）（資料№7）自家用有償旅客運送の更新登録（入広瀬コミュニティ協

議会）について 

５）その他 

５．その他 

６．閉 会 

会議結果 原案のとおり、承認・決定された。 

会議概要 下記のとおり（要点記録） 

１．開 会 

（事 務 局）第 25回魚沼市地域公共交通協議会を開催させていただきます。最初に、本会

会長であります佐藤魚沼市長からご挨拶させていただきます。 

 

２．開会あいさつ 

（会  長）お忙しいなかご出席いただきまして、ありがとうございます。日頃から地域の

公共交通についてご審議いただき感謝申し上げます。高齢化がすすんでいる

中、生活の基盤である公共交通について、皆さま方から多面的に見ていただい

て、地域の皆さまに寄り添う形の公共交通網が構築できれば良いなぁと思っ

ておりますので、よろしくお願いを申し上げたいと思います。それぞれ地域に
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よっては課題が多くあることかと思いますけれども、その中でしっかりと生

活の基盤を作っていただくことが目的でありますので、よろしくお願いを申

し上げたいと思います。これからの魚沼市の公共交通がしっかりと構築でき

るように、また、継続できるようにお願いいたしまして、ご挨拶とさせていた

だきます。よろしくお願いいたします。 

（事 務 局）今年度、1回目の協議会となりますので、皆さまから自己紹介をいただきたい

ところですが、時間の都合もございますので、名簿にてご紹介とさせていただ

きたいと思います。事務局体制について、報告事項にありますが、今年度から

市民福祉生活環境課になりましたので、よろしくお願いいたします。続きまし

て、本日の出席状況であります。別紙の出席名簿をご覧ください。7番焼田委

員、10番小林委員、18番井藤委員、25 番矢島委員の 4名の方々が欠席となり

ます。なお、オブザーバーとして北部事務所から職員 2 名が出席しておりま

す。協議会については原則として公開で行うこととしておりますので、ご了解

をお願いします。申し遅れましたが、魚沼市市民福祉部生活環境課長の横山と

申します。それでは、協会規約によりまして、議長は会長の魚沼市長からお願

いをしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

３．報 告 

１）（資料№1）平成３０年度魚沼市乗合タクシーの運行実績について 

（会  長）平成３０年度魚沼市乗合タクシーの運行実績について、事務局から説明をお願

いします。 

（事 務 局）（資料№1）平成３０年度魚沼市乗合タクシー運行実績に沿って説明 

（会  長）後でまとめて質疑を受け付けますので、平成３０年度入広瀬コミュニティバス

の運行実績に移ります。 

 

２）（資料№2）平成３０年度入広瀬コミュニティバスの運行実績について 

（会  長）平成３０年度入広瀬コミュニティバスの運行実績について説明をお願いしま

す。 

（椛沢委員）（資料№2）平成３０年度入広瀬コミュニティバスの運行実績に沿って説明 

（会  長）ただ今の説明があった内容について、ご質疑があればお願いいたします。無い

ようであります次に移ります。 

 

３）（資料№3）市役所組織改編に伴う規約の改正について 

（会  長）先ほど事務局の方から話しがありましたように、本年度から市の組織改編によ

りまして、担当しておりました企画政策課から市民生活部に移行したことに

よっての、組織改革でありますので、新旧対照表のとおりご了解をいただきた

いと思います。 

 

４．議 事 

１）（資料№4）平成３０年度協議会事業報告及び決算について 
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（会  長）平成３０年度協議会事業報告及び決算について説明をお願いします。 

（事 務 局）（資料№1）平成３０年度協議会事業報告及び決算に沿って説明 

（会  長）平成３０年度協議会決算について監査をいただいておりますので、監査委員の

方から報告願います。 

（星野監査委員）６月１９日に私と星政晴さんと関係帳簿及び証拠書類を確認させていた

だきました。すべて適正に処理をされておりましたのでご報告申し上げます。 

（会  長）平成３０年度協議会事業報告及び決算についてご質疑がありましたお願いし

ます。 

（松本副会長）決算書の中に、入広瀬のコミュニティバスの分は入っているのでしょうか。 

（事 務 局）協議会決算書の中には、入ってございません。 

（松本副会長）コミバスは協議会の外でやっているということですか。 

（会  長）コミバスも乗合タクシーの事業費も協議会予算の中には、入っていないという

ことです。 

（会  長）ほかにございませんか。無いようでありますので、平成３０年度協議会事業報

告及び決算についてご承認をいただける方、拍手をもってお願いします。あり

がとうございました。 

 

２）（資料№5）組織変更（別表（第６条関係））に伴う規約の改正（案）について 

（会  長）組織変更（別表（第６条関係））に伴う規約の改正（案）について説明をお

願いします。 

（事 務 局）（資料№5）組織変更（別表（第６条関係））に伴う規約の改正（案）に沿っ

て説明 

（会  長）組織変更に伴う規約の改正について、事務局の説明のとおりであります。ご

質疑がありましたお願いします。 

（会  長）両校しっかりと情報を共有していただけたらと思います。無いようであります

ので、組織変更に伴う規約の改正（案）ついてご承認をいただける方、拍手

をもってお願いします。ありがとうございました。 

 

３）（資料№6）生活交通確保維持改善計画（フィーダー系統）（案）について 

（会  長）生活交通確保維持改善計画（案）について、事務局から説明をお願いします。 

（事 務 局）（資料№6）生活交通確保維持改善計画（フィーダー系統）（案）に沿って説明 

（会  長）生活交通確保維持改善計画（案）について、ご質疑がありましたお願いします。 

（渡邉委員）国土交通省新潟運輸支局の渡邉と申します。補助金の担当をさせていただいて

おります。本日の協議を踏まえて、この内容を本省の方へ申請をさせていただ

くことになっております。４３ページ２．定量的な目標について（１）の目標

についてですけれども、利用者の利便性を向上することを目標とするとなっ

ておりますので、定量的というのが比較しやすい数字的なもので出すという

ことになっておりますので、ここの記載について事務局ともう一度詰めさせ

ていただきながら変更をさせていただきたいというふうに思っております。
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具体的には、次に書いてある指標というところで前年比１００％を目指しま

すと言うことを、目標の方へ記載させていただきたいと思いますので、ご承知

おきいただければと思っております。加えてお願いですけれども、前年比に対

して１００％という目標をこれで決定していただくということになるのです

けれども、先ほどの事務局の説明にもありました中々対前年比に対して、超す

と言うのは大変困難ですので、ここにお集まりの委員の皆さまのご協力をい

ただきながら、是非公共交通の利用を推進して、この目標に取り組んでいただ

きたいと言うことを、重ねてお願いをして発言とさせていただきます。 

（会  長）本省に上げる計画として、一部修正が加わるかもしれませんが、そういったこ

とでよろしいでしょうか。意義が無いようでありますので、生活交通確保維持

改善計画（案）について、拍手でのご承認をお願いします。ありがとうござい

ました。 

 

４）（資料№7）自家用有償旅客運送の更新登録（入広瀬コミュニティ協議会）につい

て 

（会  長）自家用有償旅客運送の更新登録（案）について、事務局から説明をお願いし

ます。 

（事 務 局）（資料№7）自家用有償旅客運送の更新登録に沿って説明 

（会  長）入広瀬コミュニティ協議会が自家用有償旅客運送の更新登録の手続きを行

うための協議であります。この内容についてご質疑がありましたお願いし

ます。 

（小島委員）これに賛成とか反対とかということではなくて、ここにありますように、公共

交通空白地有償運送となっております。委員の皆さまに知っていただきたく

て、発言をさせていただきます。この有償運送というのは、白ナンバーの普通

の自家用、これが青ナンバータクシーの代わりに人員を輸送する、お金をもら

って輸送するのが自家用旅客有償運送です。自家用有償運送の一番の基本は、

交通空白地帯であるということです。一次交通のＪＲ、定期路線バス、タクシ

ー、公共交通がそこの地域の交通を担えない、運行が不可能であると言ったと

ときに、交通空白地帯と言うことばが出てきます。これを始めるときも言いま

したし、会議のたびに申し上げているように、入広瀬、大白川地区には鉄道も

走ってますしバスもある、タクシーもあります。決して交通空白地帯ではあり

ません。ですから、交通空白地有償運送というのは、最初からこれに当てはま

らなかったんですよね。だけれども、市の意向それと住民の人たちの意向があ

って、コミュニティバスを動かしたいと。そうなると、私たち業者が空白地帯

を認めなければならない。認めるためには何だったたかと言うと、入広瀬と大

白川地区を走っていた乗合タクシーをなくして空白地帯を作ったんですね。

市の方が、乗合タクシーを運行するよりも半分の経費で、コミュニティバスを

走らせることができると。住民の方から２千円会費の協力のもと、市の予算も

半分で済むし運行経費も半分で済むと。そうなった時に、私どもは一時間４千
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円の運行経費をいただいておりました。事務費から運行管理から全部込みで

す。それの半分で済む、市の予算も半分で済むと。それでしたら、私どもは無

理強いはしないと。空白地帯でやってみましょうと言うことで、始まったのが

これです。２年が経ちました。前から時間当たりの運行単価を出してください

とお願いをしてまいりました。ようやくこの数字が出てきて３，７００円あま

り。私どもが４千円で運行しているのが、青ナンバー。白ナンバーで色んな経

費を入れて３，７６２円。４千円より少ないので、それはそれで致し方ないの

かなぁと。私どもは、空白地帯に同意というかした中で、始まるときは半分と

いう経費。総体的な市の補助金部分は減っていますけど、そういう経緯があっ

たということを、皆様に知っていただきたい。この経費については、市の経費、

運行経費を削減するようにコミ協の方から努力をしていただきたいと思いま

すし、経費が上がる様でしたらもう一度協議をし直さなければと思います。も

う一つは、私どもは許可をいただいて運行をしていますが、空白地帯となると

輸送義務がなくなる、お断りできると。青ナンバーの免許をもらっている中で

は、必ずその地域の輸送を担わなければならない。どんな状態でも応じなけれ

ばならないという義務があります。空白地帯になれば業者の輸送義務がない

ということもあり得ると。そういうことも含めて、空白地帯としたことが将来

的にどういうふうに出てくるのかを見守って行きたいと思います。 

（会  長）ありがとうございました。昨年度の利用者数が入広瀬地域を除いてですね、２

９年度を上回っているという、それに更に入広瀬地域の利用者が４千人を超

えているということは、２５年度くらいの実績に戻っているということであ

りますので、地域の皆さん方がコミュニティバスを利用できる環境が整って

いるんだなと言うことも含めて、皆さん方からご理解をいただきたいと思い

ます。事業者的にはそう言うことなのでしょうけれども、地域の活力を目指す

のもこの公共交通のあり方のひとつだと思っておりますので、地域の活力が

しっかりと出せる様に形で、また利便性を高めていただいて、これから高齢者

の免許返納者が多くなってくる現状の中で、どういったあり方が公共交通が

もつ役割なのかを含めて課題とさせていただきたいと思います。本件につい

ては、ただ今の説明のとおり更新登録についてはご異議ございませんでしょ

うか。無いようでありますので拍手でご承認をいただきたいと思います。あり

がとうございます。 

提案させていただきます議事については、以上でございます。 

 

５．その他 

（会  長）その他の件について、皆さん方からございましたらお願いをしたいと思います。 

（塩入代理委員）南越後観光バスでございます。今年の４月から南越後観光バスの定期運行

としまして、小出駅前から栃尾又、同じく小出駅から穴沢までということで９

月末までの実験運行ということで、この協議会で決めていただいた中で、栃尾

又線が１９時３５発、穴沢線が２１時１５分発ということで、学生さんとかの
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部活で帰りが遅いなどで運行してもらいたいというようなことで、今実験運

行を９月末までやっているということでございます。６月末現在を見ました

ところ、小出営業所が担当しておりますが、ある程度数字が出て参りましたの

でご報告をさせていただきます。栃尾又線の方が穴沢線よりも多く利用があ

ります。最高で１便あたり６人ということで、入広瀬コミュニティに比べると

お恥ずかしい数字なのですが、その様な数字が上がってきております。１ヵ月

を平均するとだいだい３０人位になりますので、一日の数は推し量るところ

でありますけれども、穴沢線につきましては、もっと数が減っているようなと

ころでありまして、実際に実験運行としてやっている中で、次の協議会の日程

を見ますと、９月末がそこまできておりますので、この協議会の中である程度

皆さんのご意見をいただいた中で、事務局の方からご検討をいただいたなか

で、書面協議か提案になるかわかりませんが、ご協議をいただければと思いま

す。 

（会  長）今お話しがあった実証運行について皆さん方からご意見はございませんでし

ょうか。９月までとなると次の１０月頃の開催だともうすでに終わってしま

う。それはそれで結果を聞かせていただくことになるのですけれども。ある程

度方向性を南越後さんにも意見を出せるところは出しておいた方が良いのか

と思います。３５２号、２５２号の沿線の皆さん方は何かありませんでしょう

か。 

（渡邉委員）ひとつ教えてください。いつからはじめたのでしょうか。 

（塩入代理委員）今年の４月からです。 

（渡邉委員）今年の４月から９月末までの期限を区切って、実証運行という形でやっている

のですね。その実証運行をやる際に、協議をした中では実証運行終了後には本

格運行にいくという話しだったのでしょうか。 

（塩入代理委員）私どもは遅い時間のダイヤは以前はありましたが、お客様のご利用が少な

いということで、減便した路線でもあります。 

（会  長）いずれにしても、いつまでも実証運行をやる話でもないと思います。それまで

に意向調査を含めてやる必要があるかもしれないし、電車の乗り継ぎに合わ

せて運行しているということですよね。 

（塩入代理委員）はいそうです。 

（小島委員）１９時３５分は電車の上り下りにちょうどいいし、２１時３５分は、下りはち

ょうど良くて、上りが少し待ち時間があるのだと思います。 

（塩入代理委員）運行としては平日、学校が休みの日は運休と言う形で運行しております。 

（会  長）事務局の方は、南越後さんの話しも含めてこれからどういうふうに進める予定

があったのでしょうか。 

（事 務 局）実証運行をした結果、今後も利用が見込まれるのであれば本格運行を目指して

行きたいと考えております。穴沢線は特に利用が少ないという報告がありま

した。利用者が少なければその分の経費を市が負担しなければ運行ができま

せんので、今の利用実態を見ると本格運行は難しいのかと現段階では思いま
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す。栃尾又線については、１９時３５分に高校生が一番乗り降りする時間であ

りますけれども、昨年の１０月まで運行していた路線もあるので、事業者との

協議が必要となりますが、利用者が今後増えるようであれば、以前のような運

行が出来ればと考えております。実証運行終了後の運行については、予算の確

保を含めて必要な協議をしながらすすめることになります。 

（会  長）利用実績を見て、利用者がいれば運行するつもりなのか、どのくらいの利用者

がいれば運行するのか、判断基準はどうなっているのでしょうか。 

（事 務 局）目標を５人としています。 

（会  長）栃尾又線がギリギリなのかもしれませんが、事務局の方から話しを詰めてもら

ってご相談に乗っていただければと思いますがよろしいでしょうか。 

（塩入代理委員）はい。 

（会  長）ほかにございませんでしょうか。 

（松本副会長）１２ぺージのところのグラフがありますが、利用者数の推移の中に、入広瀬

コミュニティバスも入れるのが本来の姿だと思います。４，３００人のかなり

大きな数字になっているので、そうすることによって、全体を眺めることがで

きるようになると思います。よくよく見ると、魚沼市乗合タクシー事業という

標題になっているんですけど、全部が乗合タクシーではない訳ですよね。まち

なか循環線は乗合タクシーではないし、コミュニティバスもあるし。そういう

意味で標題を乗合タクシーというのは良くないのではないかと思います。 

（会  長）先ほども話しがでましたけれども、実績からでいうと２５年度の利用者実績に

ほぼ戻ってきているということも含めて、ここには乗合タクシー、循環バスも

そうだし、そういった公共交通全体を見る何かが無いと今先生がおっしゃた

ような話しになるので、もう少し踏み込んで資料の作り方を考えてもらえた

らと思います。全体が見えないと入口の話ししかできないことになると感じ

ておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

（松本副会長）もう一点ですけど、２３ページを見ていただきたいのですけど、運行者別事

業費が書いてありますけど、運賃収入と言う欄がありますが、観光タクシーさ

んの運賃収入が明らかにほかの事業者と半分以下になっています。それなの

に事業費を見てもらうとほかのところと同じくらいの事業費をかけていると

いうことになります。そういう意味で、この問題を事務局から今まで調べてい

ただいていたのですけれども、地域的な特性、経路が問題なのか。タクシー会

社そのものに違いがあるのか、調べていただいているのですけれども、この表

からもそう言うことが分かりますので、ここはもうちょっと事務局の方で、詰

めていただきたい。タクシー会社と相談していただきたいと思います。 

（事 務 局）運賃の形態が他の地域は３００円となっているところ、守門地域については、

２００円となっています。１００円安く設定されていますが、それを差し引い

てもほかの事業者と比べても運賃収入が占める割合が低くなっております。 

（松本副会長）２２ページのグラフでも分かるように、運行回数が少なくて、利用者数も少

ない。だけれども、事業費が他の事業者と同じくらいかかっている。そう言う
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ことを申し上げました。 

（会  長）ほかにございませんでしょうか。無いようでありますので以上とさせていただ

きます。事務局の方に進行を戻したいと思います。 

 

６．閉 会 

（事 務 局）ありがとうございました。会長から閉会のあいさつをお願いいたします。 

（会  長）いろんな面で皆さん方から見ていただいたなかで、これからの仕組みづくりを

すすめて行きたいと思います。先ほど申し上げましたとおり、高齢化率が高く

なっておりまして、また、高齢者の交通事故も多発するなかで免許返納者がか

なり増えているという話しも聞いております。こう言う中で、この地域の高齢

化率を見た中でもそういう懸念があるわけでありますので、地域の公共交通

として作り上げていかないと、高齢者の福祉の減退にもなってくると言うこ

とにもなりますので、これから皆さん方の英知を結集していただいて地域に

ふさわしい公共交通を作り上げて行きたいと思いますので、ご協力をお願い

申し上げまして閉会の挨拶とさせていただきます。本日は誠にありがとうご

ざいました。 

（事 務 局）以上を持ちまして、閉会とさせていただきます。本日はお忙しい中たいへんあ

りがとうございました。 
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【別紙】 

 

氏　名 代理出席等 備考

1 魚沼市長 佐　藤　雅　一 〇 会　長

2 東日本旅客鉄道株式会社 浦佐駅長 山　崎　明　彦 〇

3 南越後観光バス株式会社 管理課長 高　橋　重　則 代理　塩入　誠司

4 魚沼市タクシー協会 会長 小　島　由紀子 〇

5 ひかり交通株式会社 代表取締役 渡　辺　惠　介 〇

6 入広瀬コミュニティ協議会 会長 椛　沢　一　彦 〇

7
国土交通省北陸地方整備局
長岡国道事務所　計画課

課長 焼　田　　　聡 欠

8 新潟県魚沼地域振興局地域整備部 副部長 酒　井　公　生 〇

9 魚沼市産業経済部建設課 課長 星　　　政　晴 〇 監査員

10 新潟県小出警察署 署長 小　林　正　志 欠

11 堀之内連合区長会 会長 星　野　政　雄 〇 監査員

12 小出四日町区連合自治会 会長 滝　沢　博　忠 〇

13 湯之谷地区自治会連絡協議会 会長 三　友　武　久 〇

14 広神連合自治会 会長 加　藤　達　雄 〇

15 守門地区嘱託員会 会長 榎　本　春　実 〇

16 入広瀬区長会 代表 大　竹　友　吉 〇

17 長岡技術科学大学 名誉教授 松　本　昌　二 〇 副会長

18
国土交通省北陸信越運輸局交通政策部
交通企画課

課長 井　藤　太　亮 欠

19 国土交通省北陸信越運輸局新潟運輸支局
首席運輸企
画専門官

渡　邉　毅　士 〇

20
新潟県魚沼地域振興局企画振興部
地域振興課

課長 貝　瀬　　　明 〇 　

21 新潟県立小出高等学校 校長 梶　　　良　成 〇

22 新潟県立堀之内高等学校 校長 村　山　英　司 〇

23 魚沼市老人クラブ連合会 会長 佐　藤　喜　郎 〇

24 魚沼市地域自立支援協議会 会長 井　口　正　博 〇

25
日本労働組合総連合会新潟県連合会
中越地域協議会

議長 矢　島　良　彦 欠 　

26 魚沼市市民福祉部介護福祉課 課長 吉　田　　　淳 〇

令和元年度　魚沼市地域公共交通協議会委員　出欠名簿

　（敬称略）

所　属　等


